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 年齢 性別 心理臨床歴 ＳＣ歴 ＳＣ経験校数 ＳＣ以外に勤めている職域 
A 60代 男 10～15年未満 10年 ７校 医療 
B 30代 男 ５年未満 ２年 ２校 教育、産業 
C 30代 男 ５～10年未満 ４年 ２校 教育 
D 40代 女 10～15年未満 ５年 １校 教育 
E 60代 男 20年以上 10年 ４校 教育 
F 40代 女 ５～10年未満 ９年 ４校 教育 
G 30代 女 ５年未満 １年 ２校 医療 
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（２）調査手続き 
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ーマップを示す。 




































14 ＳＣ自身の手ごたえ感 ＳＣが役割を果たす中で感じる手ごたえ感。 
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16 教員からの信頼の醸成 教員からの信頼の醸成 
17 教員尊重 教員を理解しようとしている姿勢を見せる 
18 枠組みのあいまいさ ＳＣ活用の枠組みの曖昧さへの戸惑い 
19 外部からの侵入者への不信 外部からの侵入者へ教員が抱く不信感を、ＳＣが感じる 
20 疎外感 疎外感、メンバーシップの弱さ 
21 教員の領分への踏み込めなさ 教員の領分に入らせてもらえない違和感 
















28 学校環境による難しさ 学校の環境要因によって生じる困難さ 
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